
弁天山古墳（富津市）

　　ここから弁天山古墳へ向かう



　　　　　　少し進むと前方にマウンドが見えて来た



　　これが弁天山古墳/二段築成の前方後円墳/5世紀後半の築造/左奥が後円部、右手前が前方部/南西側から見たところ



くびれ部の前に標柱、説明坂やさまざまな石碑が立っている



　　　　史蹟辦天山古墳とある



　　　物凄く長い説明坂



富津市と塩山市との姉妹都市記念碑



　　　小久保藩陣屋跡と記された石碑（左手）と説明坂



弁天山古墳の所在するこの地は富津市中央公民館の敷地で、明治時代初期には小久保藩が置かれ、藩邸・藩校等が所在していた場所と云う



　　　　　さて、左手から後円部の周りを回ってみよう



　　　　墳丘尻は道路の為に削られ、擁壁化している



　これは北西側から後円部を見たところ/左手に踏切がある



　後円部の背後に内房線が通っている



　　　　こんな塩梅で、こちらも墳丘尻が削られている



　これは北側から後円部を見たところ



　　北東側から後円部を見たところ



　　東側から後円部を見たところ



　　後円部の東側も民家が迫っている



　　さて、もう一度南西側に戻ろう



　　　そこで左手に前方部から後円部方向を見たところ



　　　　同じく、右手を見たところ



　　　　　反対側（東側）から見たところ/右手が前方部



　　　　そこで右手を見たところ/前方に鳥居が見える



　　　　　辦財天があるようだ



　　　古墳の名の由来であろうか



　　こんな塩梅



　振り返って前方部の墳丘を見たところ



　　これは南東側から見たところ/民家の背後に、左手が前方部、右手が後円部



　　　さて、墳丘に登り、前方部から後円部を見たところ



　　　　　　振り返って南方向を見たところ/左前方の山の上に白く建っているのは東京湾観音らしい



くびれ部から後円部を見たところ/後円部墳頂は通路同様抉られて建物が建っている



　　　　　　これは竪穴式石室を保存するための覆屋





その覆屋の中には竪穴式石室の天井石が3個並んでいる/手前は加工しない自然石、中央は両側に「縄掛突起」が造り出された
もの、奥は加工してあるが「縄掛突起」のないもの



　　　　　　これが「縄掛突起」



これは後円部から前方部を見たところ



　　　　　　右手の階段を見下ろしたところ/ここが丁度、くびれ部/前方の建物が富津市中央公民館



　　　　　　その公民館の前に石碑と説明坂が立っていた/石碑には「大貫小学校発祥之地」とある
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